
テンポプリモニュースは、弊社のアーティストを紹介すると共に、全国の主催者・音楽関係者をつなぐニュースレターです。

News

弊社では本年度に入り、「部会」というものが設置され、日ごろ抱えている
問題を社員が知恵を出しながら解決していこうという取り組みが始まりま
した。このニュースレターも代表の中村が始めたものを、定期的に実施し
ていく目的でその「部会」の中で始まったもの。この6月から3か月おきの

発行を目指しておりますので、皆さま改めまして末永くお付き合い下さいませ！
さてこんな堅い話をすると、社内から何か子育てのことでも書け！と言われる予感が
するのですが、いやはや子育てとは難しいもので。共働きの我が家は保育園と妻の実
家と小児科にお世話になりながら奮闘中。パパは顔を近づけると「近い～」と遠ざけら
れてます…。そんなもうすぐ2歳の娘は最近ルパン三世にはまっています。あの特徴的
な大野雄二さんの曲を歌えるなんて、こいつ天才？（親バカ）。本人は次元大介がお気
に入り。パパもひげを生やしたら「近い～」なんて言われないようになるかな？（T.I）

編集
後記

李さんの明日役に立つ中国語
りー

台湾出身の李が、知ってるとちょっとお得な中国語を皆様に！
（編集責任者Ｉのムチャぶりです）

いろいろなお店で見かける「歓迎光臨」。
いらっしゃいませの意ですが、意外に発音は知らないもの。
「ホワン・イン・グワン・リン」と発音します。
イントネーションに少しコツがあって、「ホワン↗イン↘・グワン↗リン↘」
というように二回山を作ります。「ワ」を少し強めに発音すると良いかも。
ぜひ、台湾にも遊びに来てくださいね。歓迎光臨！

歓迎光臨 
「ホワン・イン・グワン・リン」

第１回
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今月のおすすめ CD

ヴァレリー・ポリャンスキー指揮
ロシア国立交響楽団
《シンフォニック・カペレ》

　2015年日本ツアーでのチャイコフスキー
の三大交響曲の演奏が、日本だけでなく世界
でも話題になったこのコンビによる演奏です
が、それに続く待望の2017年日本ツアーライ
ヴの新盤が７月に発売されます。今回収録さ
れた曲は、ショスタコーヴィチの交響曲第５
番「革命」と、チャイコフスキーの大序曲
「1812年」。そしてアンコールとして大変好評
だった、ショスタコーヴィチのバレエ音楽「ボ
ルト」より荷馬車引きの踊りが収められています。これぞ「ロシアン・サウンド」と
いうべき名盤に仕上がりました。是非一度お聴きください！
（fine Ｎ＆Ｆレーベル）ＮＦ28803

　芸術の神の名前を冠した《アポロン・ミューザゲート弦楽四重奏団》。紀尾
井ホールをはじめ、全国5公演に挑みました。若いカルテットらしく隙の無い
技巧は言わずもがな、4本の楽器のまろやかな響きは弦楽四重奏の概念を
覆すかの如く…。プログラムの中心は、何度もツィクルスに挑むなどレパート
リーの中核としているシューベルトから4作品。最初と最後の弦楽四重奏曲
である第1番の第15番の組合せ、あるいはシューベルトとペンデレツキの組
合せ、対比するプログラ
ムのようで、また同時に
一貫して叙情的な美しさ
を併せ持った作品である
ことに気づかされます。
ちなみにペンデレツキ
は、「（4人の母国ポーラ
ンドからの）お土産がわ
りに」と1公演のみの演
奏でしたが、こちらも大
反響を頂きました。

Vol.3

2019 June

www.tempoprimo.co.jp

第 2 回

編集・発行　株式会社テンポプリモ

公演レポート

アポロン・ミューザゲート弦楽四重奏団
（室内楽、2019年6月7日／紀尾井ホール 他）
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ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
3
号
発
刊
に
よ
せ
て

先
日
、
小
林
研
一
郎
指
揮
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
交
響
楽
団
の
来
日
公
演
を
終
え

ま
し
た
。
間
も
な
く
80
歳
を
迎
え
る
マ
エ
ス
ト
ロ
は
年
齢
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
指
揮
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、氏
が
50
年
以
上
前
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
初
め
て
振
っ

て
以
来
の
旧
知
の
信
頼
関
係
も
あ
っ
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
持
っ
て
い
る
い
か
に
も
ハ
ン

ガ
リ
ー
ら
し
い
音
色
を
十
分
に
引
き
出
し
、
各
地
の
公
演
は
実
に
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な

り
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

さ
て
そ
の
ツ
ア
ー
を
終
え
て
、
数
日
後
に
お
客
様
か
ら
以
下
の
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。

「
先
日
、
大
阪
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
交
響

楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重
な
ひ
と
時
で
し
た
。
と
り
わ
け
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
協
奏
曲
の
ヤ
ボ
ル
カ
イ
兄
弟
に
は
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
も
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
７
年
前
に
病
気
を
患
っ
て
、
病
院
の
近
く
の
市
民
会
館
で
生
ま

れ
て
初
め
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
拝
聴
し
た
の
が
４
年
前
で
す
。＜

ク
ラ
シ
ッ
ク
っ

て
、
こ
れ
ほ
ど
人
を
感
動
さ
せ
る
も
の
な
ん
だ
‼＞

…
と
、
ボ
ロ
ボ
ロ
泣
け
て
き
て
…
以

来
音
楽
療
法
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
通

院
回
数
も
お
薬
も
減
り
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、私
に
と
っ
て
命
の
恩
楽
で
す
。
そ
れ
も
、

こ
う
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
楽
し
め
る
の
は
、
招
聘
し
て
く
だ
さ
る
会
社
あ
っ
て
こ
そ
！
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
楽
器
は
何
一
つ
で
き
ま
せ
ん
。

拝
聴
す
る
だ
け
で
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
終
演
後
、
海
外
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
様
の
バ
ス
を

お
見
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
る
の
が
と
て
も
嬉
し
く
て
、

ホ
ン
ト
、
一
期
一
会
を
感
じ
ま
す
。
又
、
来
日
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
お

見
送
り
し
て
い
ま
す
。
中
村
社
長
様
、
お
身
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て
、
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
次
回
の
ロ
シ
ア
国
立
交
響
楽
団
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
ね
。」

こ
の
お
客
様
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
お
陰
で
持
病
が
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

目
の
前
で
観
た
演
奏
家
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
裏
側
に
い
る
私
た
ち
の
存
在
に

思
い
を
馳
せ
て
、
招
聘
元
の
社
長
の
名
前
や
連
絡
先
を
調
べ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
お
手
紙
を
下

さ
っ
た
こ
と
に
嬉
し
く
思
い
、
感
激
し
ま
し
た
。

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
私
に
と
っ
て
命
の
恩
楽
で
す
」
…
「
音
」
と
「
恩
」
を
か
け
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
は
お
客
様
の
心
の
底
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
た
言
葉
で
、
何
と
美
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
手
掛
け
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
人
を
こ
れ
だ
け
感
動
さ
せ

て
、
人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
と
共
に
、
お
客
様
か
ら
元
気
を
も

ら
っ
て
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

幸
せ
な
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

アポロン・ミューザゲート弦楽四重奏団
©堀田力丸

見やすくなった弊社のアーティストリストをぜひご覧ください。

　水と緑の豊かな福井平野。山々に挟まれた田園地帯を進む
と、突如水上に浮かぶ特徴的な建築物が見えてきます。福井
県立音楽堂、ハーモニーホールふくいの愛称で呼ばれる、北陸
地方でも随一の本格的音楽ホールです。「世界の非常に美し
いコンサートホール25選」に日本のホールとして唯一選ばれ
ています。お客様をお迎えする美しい正面エントランスや芳醇
な響きを湛えたホールはもちろんのこと、マネージャーとして
はアーティストロビーが広 と々しているのも大変うれしいポイ
ントです。
　公式ガイドブックの「一期一演」というタイトルにも表れて
いる通り、公演に臨むホールス
タッフの皆様の姿勢も常にお
客様目線。7月に行う弊社のロ
シア国立交響楽団《シンフォ
ニック・カペレ》の公演でもお
客様にお楽しみいただく様々
なサプライズが用意されてい
ます。コンサートをビジネス交
流のきっかけにする取り組み
なども大変ユニークです。

株式会社テンポプリモは、全従業員の物心両面の幸福を追求す
るとともに、３つのA（Artist, Audience, Art）に尽くし、芸術の
力で世の中を明るくしてゆくことを経営理念と致します。

トレヴァー・ピノック指揮

ザルツブルク・モーツァルテウム管弦楽団2020.11月-12月 来日

公式HPがリニューアルしました！

本場のオーケストラによるオール・モーツァルトプログラムを聴く幸せ。



和
元
年
と
な
る
今
年
も
続
々
素
晴
ら
し

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
日
し
て
い
ま
す

が
、
来
年
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
実
に
華
や
か
！

ま
ず
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
。
何
と
い
っ
て

も
目
玉
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
2
5
0
周
年

の
年
に
来
日
す
る
ボ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交

響
楽
団
（
6
月
）。
楽
聖
の
故
郷
ド
イ
ツ
・
ボ

ン
か
ら
第
九
交
響
曲
等
を
引
っ
さ
げ
、
記
念
の

年
に
大
輪
を
咲
か
せ
ま
す
。

秋
に
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ

ム
管
弦
楽
団（
11
1ー2
月
）。
こ
ち
ら
も
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
妻
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
が
設
立
し
た
本
家

本
元
の
楽
団
で
2
年
ぶ
り
の
来
日
で
す
。
指
揮

者
に
巨
匠
ト
レ
ヴ
ァ
ー
・
ピ
ノ
ッ
ク
を
、
ソ
リ

ス
ト
は
近
年
人
気
の
モ
ナ
・
飛
鳥
（
ピ
ア
ノ
）
と
、

た
だ
今
テ
レ
ビ
で
引
っ
張
り
だ
こ
の
実
力
派
木

嶋
真
優
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
の
豪
華
布
陣
。

エ
ン
タ
メ
系
で
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ダ

ン
ス
（
6
7ー
月
）、
完
売
続
出
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
2
0
2
1
年

1
月
）
が
大
人
気
に
つ
き
来
日
し
ま
す
。

室
内
楽
も
煌
び
や
か
。
人
気
公
演
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
1
2
人
の
チ
ェ
リ
ス
ト
た
ち
（
6
月
）

を
は
じ
め
、
チ
ェ
コ
の
名
カ
ル
テ
ッ
ト
パ
ヴ
ェ

ル
・
ハ
ー
ス
S
Q
（
5
月
）、
韓
国
の
俊
英
エ

ス
メ
S
Q
（
5
月
）、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
ウ
ィ
ー

ン
時
代
を
過
ご
し
た
聖
地
の
レ
ジ
デ
ン
ト
・
カ

ル
テ
ッ
ト
、
ウ
ィ
ー
ン
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ハ
ウ

ス
S
Q
（
10
1ー1
月
）、
人
気
ピ
ア
ニ
ス
ト
フ
ジ

コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
と
ツ
ア
ー
を
行
う
ウ
ィ
ー
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
11
月
）。

コ
ー
ラ
ス
も
当
た
り
年
で
、
ま
ず
は
完
売
続
出

の
ザ
・
キ
ン
グ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
（
10
月
）、

N
響
へ
の
客
演
の
た
め
ド
イ
ツ
よ
り
来
日
す
る

ア
ウ
デ
ィ
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
合
唱
団
（
7
月
）、

ま
た
、
N
H
K
で
話
題
と
な
っ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
ラ
ラ
ソ
モ
ス
（
4
5ー
月
）、
世
界
最
高
の
男

声
合
唱
団
と
名
高
い
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
男
声
合

唱
団
（
2
0
2
1
年
1
月
）、
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

Recommended Artist Vol.3

今月のイチオシアーティスト
トリニティ・
アイリッシュ・ダンス

ツアーレポート

令
　2004年より2年に一度定期的に来日ツアーを行い、全国の
ファンに愛されるトリニティ・アイリッシュ・ダンス。2020年
の6月に8度目の来日を果たします。なぜここまで高い人気を
保ち続けられるのか、その魅力をお伝えしましょう。

新作を日本で初演。「今ここで」しか見られない演目
が毎回のお楽しみ
　芸術監督のマーク・ハワードは、かつてハリウッドの名俳優
たちの振付師も担当していたアイディア満載の天才。伝統的な
アイリッシュ・ダンスに新しい振付を融合し、人々を驚かせる
斬新でクリエイティブなステージを次から次へと作り上げま
す。どんな演目を用意して来るのかは来日直前に発表され、
2018年のツアーでは3つの新作が発表されました。特に「ザ・
サーカス」という演目は、ダンサー20人を全員起用したトリニ
ティ史上最大規模の作品となりました。ステージでは迫力の
タップダンスが繰り広げられ、エネルギッシュなパフォーマン
スが最高潮に達し、公演の最後を大々的に盛り上げました。

終演後にロビーでのサプライズ！
　終演後に、ダンサーたちが必ずロビーでお客さんをお見送り
します。公演鑑賞を終えて、興奮冷めやらぬお客様が、帰り際に
ロビーでダンサーたちと写真撮影したり、会話や握手をしたり
することができますので、さらに満足感を得てお帰りいただく
ことができます。

世界チャンピオンのグループが子供たちに夢を与える
　世界選手権に出場できるのは、世界各国の地域大会と全国大
会を全て勝ち抜いた最高のダンサーだけ。アイリッシュ・ダン
スの世界選手権の優勝者から選抜したトリニティ・アイリッ
シュ・ダンス・カンパニーのクオリティは極めて高いです。
2018年のツアーでは世界チャンピオンが2人も参加しました。
そして東京と横浜の公演では、日本のダンススクールとコラボ
し、10歳から14歳までの日本人の子供たち5人が一緒に出演し
た演目がありました。ご来場のお客様から、沢山感動の声をい
ただき更に嬉しいことは、出場された子供たちがこの出演機会
をきっかけにとても励まされたとのこと。中でも昔シャイだっ

た子供はなんと世界大会に向けて練習に励むようになりました。我々公演の主催者としては、興行以外に、地域と
繋がり、また子供たちの未来に良い影響を与える社会的貢献もできたことを思うと、胸が熱くなります。是非各地
の主催者様とも、地域の皆様とのコラボレーションを企画したいと思っています。

国民の休日「セント・パトリックス・デー」に合わせてメンバー先行来日
　来年3月に、アイルランドの祝日「セント・パトリックス・デー」に合わせて、ダンサーが先行来日します。パレー
ドの参加や、ワークショップ、そしてラジオ、テレビ、雑誌取材を受けるなど、公演に向けて宣伝協力させていただ
きます。

テンポプリモ 2020-2021海外アーティスト企画ダイジェスト

　
「
J
o   

N
a
p
o
t
！（
こ
ん
に
ち
は
！
）」

英
語
や
ド
イ
ツ
語
、ロ
シ
ア
語
と
も
全
く
異
な
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
国
か
ら
来
た
ハ
ン
ガ
リ
ー・ブ

ダ
ペ
ス
ト
交
響
楽
団
の
9
公
演
合
計
1
2
日
間

に
渡
る
ツ
ア
ー
が
、5
月
3
0
日
に
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。総
勢
8
1
名
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、

な
ん
と
か
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
こ
ち
ら
も
覚
え
て

あ
い
さ
つ
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
団
員
が
頑
張
っ

て
日
本
語
の
挨
拶
の
言
葉
を
覚
え
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。そ
の
姿
は
関
係
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も

「
他
の
オ
ケ
と
比
べ
て
も
紳
士
的
」と
好
印
象
。

　
今
回
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
名
誉
指
揮
者
を
務
め

る
マ
エ
ス
ト
ロ
小
林
研
一
郎
が
全
部
の
公
演
を

指
揮
。マ
エ
ス
ト
ロ
に
と
っ
て
は
第
1
回
ブ
ダ
ペ

ス
ト
国
際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、最
初

に
指
揮
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、つ
ま
り
初
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
指
揮
を
し
た
の
が
こ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
。3
日
目
で
あ
る
5
月
2
1
日
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
の
公
演
で
は
、日
本・ハ
ン
ガ
リ
ー

の
外
交
関
係
開
設
1
5
0
周
年
を
祝
し
て
ハ
ン

ガ
リ
ー
大
使
館
が
主
催
に
名
を
連
ね
、秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
ご
一
家
が
ご
来
臨
さ
れ
る
中
、マ
エ
ス
ト

ロ
が
1
5
0
周
年
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た「
ハ
ン

ガ
リ
ー
へ
の
想
い
」を
日
本
初
演
。日
本
や
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
民
謡
な
ど
を
基
に
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー

や
和
太
鼓
な
ど
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
は
お
客

様
か
ら
も
大
絶
賛
！
こ
の
曲
は
、マ
エ
ス
ト
ロ
の

故
郷
、い
わ
き
で
の
公
演
で
も
再
び
演
奏
。マ
エ

ス
ト
ロ
自
身
も
ツ
ア
ー
終
わ
り
に
〝こ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
で
な
い
と
こ
の
曲
は
演
奏
出
来
な
い
〞

と
感
想
を
漏
ら
し
た
程
の
成
功
で
し
た
。

　
名
古
屋
、市
川
、福
岡
の
公
演
で
の
フ
ジ
コ・ヘ

ミ
ン
グ
と
の
共
演
は
、完
売
続
出
。市
川
で
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
が
始
ま
る
直

前
に
地
震
が
発
生
。ざ
わ
つ
く
中
、聴
こ
え
て
来

た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
、客
席
全
体
が
息
を
の
む
よ

う
に
静
ま
り
返
り
、演
奏
が
終
わ
る
と
万
雷
の
拍

手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　
今
回
数
少
な
い
ド
イ
ツ・プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
、ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
ヤ
ボ
ル
カ
イ
兄
弟
と
の

ブ
ラ
ー
ム
ス
の「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
た

め
の
二
重
協
奏
曲
」が
演
奏
さ
れ
た
大
阪
と
浜
松

の
公
演
。今
回
、マ
エ
ス
ト
ロ
と
の
初
共
演
と

な
っ
た
二
人
で
す
が
、そ
の
見
事
な
演
奏
に
終
演

後
、マ
エ
ス
ト
ロ
も
〝ぜ
ひ
今
度
、日
本
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
の
公
演
で
も
共
演
し
た
い
！
〞と
絶
賛

し
ま
し
た
。

　
全
公
演
で
ア
ン
コ
ー
ル
の
前
に
、マ
エ
ス
ト
ロ

が
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
つ
い
て
、「
水
＝
v
í
z

（
ヴ
ィ
ー
ズ
）」、「
白
鳥
＝
h
a
t
t
y
ú（
ハ
ッ

チ
ュ
ー
）」、「
塩
気
が
足
り
な
い
＝

s
ó
t
a
l
a
n（
シ
ョ
ー
タ
ラ
ン
）」な
ど
、日
本

語
と
意
外
と
似
て
い
る
こ
と
を
笑
顔
交
じ
り
に

話
し
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。明
治
２
年
か
ら

令
和
元
年
に
至
る
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

1
5
0
年
に
渡
る
友
好
の
歴
史
に
刻
ん
だ
新
た

な
１
ペ
ー
ジ
。残
り
2
公
演
と
な
っ
た
浜
松
で
海

に
行
っ
た
団
員
が
骨
折
し
、残
り
の
出
演
を
断
念

す
る
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、非
常
に
大
成
功
を

収
め
た
ツ
ア
ー
で
し
た
！

「
あ
り
が
と
う
！
K
ö
s
z
ö
n
ö
m
!
」

トレヴァー・ピノック指揮  ザルツブルク・モーツァルテウム管弦楽団

ドミトリー・マスレーエフ（ピアノ）

ザ・キングズ・シンガーズ

ヘルシンキ大学合唱団

ヤボルカイ兄弟（ヴァイオリン&チェロ）

ライアン・バンクロフト（指揮）

ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ

豊
か
で
す
。

ソ
リ
ス
ト
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
前
回
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
勝
者
の
マ
ス
レ
ー
エ
フ

（
4
月
）、
前
橋
汀
子
と
ツ
ア
ー
を
行
い
、
指
揮

者
と
し
て
も
活
躍
す
る
マ
ル
デ
ィ
ロ
シ
ア
ン

（
6
月
）。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
は
お
馴
染
み
ギ
ト

リ
ス
（
5
月
）
や
サ
ラ
・
チ
ャ
ン
（
10
月
）、

弾
き
振
り
も
巧
み
な
ラ
ク
リ
ン
（
9
月
）
等
巨

匠
ク
ラ
ス
が
目
白
押
し
。
ま
た
ヤ
ボ
ル
カ
イ
兄

弟
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
&
チ
ェ
ロ
/
10
1ー1
月
）、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ラ
ム
（
チ
ェ
ロ
/
10
月
）、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
チ
ェ
イ
（
フ
ル
ー
ト
/
11
月
）、

キ
プ
ル
ス
カ
ヤ
（
ハ
ー
プ
/
11
月
）
が
続
々
来

日
。
指
揮
者
は
巨
匠
ポ
リ
ャ
ン
ス
キ
ー
や
ト
ー

ヴ
ェ
イ
、
ケ
ー
ニ
ッ
ク
等
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
、
中

堅
の
シ
ズ
オ
・
Z
・
ク
ワ
ハ
ラ
、
ジ
ャ
ジ
ュ
ー
ラ
、

新
人
の
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
や
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ル

ま
で
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

ベルリン・フィル12人のチェリストたち

ヴァハン・マルディロシアン指揮　ウィーン・アカデミー室内オーケストラ
共演：前橋汀子（Vn）、フジコ・ヘミング（Pf）

ハンガリー・ブダペスト交響楽団

Tour Report

絶賛を博したヤボルカイ兄弟とのブラームス(浜松)感動を呼んだフジコ・ヘミングとのモーツァルト(福岡)


